
本
書
は
、
昭
和
四
十
三
年
秋
、
本
学
の
所
有
と
な
り
、
現
在
「
常
磐
松
文
庫
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
本
学
図
書
館
に
襲
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
今
日
、
『
紫
式
部
集
』
の
伝
本
は
三
十
数
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
信
頼
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
え
て
、
既
に
学
界
に

も
そ
の
書
誌
や
本
文
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
改
め
て
基
礎
的
な
書
誌
の
調
査
を
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。
大
要
に
特
に
変
る
と
こ
ろ

は
な
い
が
、
一
、
二
付
け
加
え
る
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
紫
式
部
集
』
の
伝
本
は
、
今
日
三
十
数
本
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
池
田
亀
鑑
博
士
は
、
十
八
本
を
各
伝
本
の
歌
数
、
歌
の
配
列
、
本
文
の
性
質
な
ど

を
基
準
に
し
て
分
類
し
、
第
一
類
定
家
自
筆
本
系
統
（
定
家
の
校
定
本
を
書
写
し
た
旨
の
奥
書
等
の
あ
る
本
）
、
第
二
類
古
本
系
統
（
本
文
の
歌
の
欠
け
て
い
る
空

白
部
分
に
「
本
に
や
れ
て
か
た
な
し
」
等
の
註
記
の
あ
る
本
）
、
第
三
類
雑
纂
本
系
統
（
紫
式
部
集
の
歌
の
外
に
、
赤
染
衛
門
集
の
歌
や
勅
撰
集
入
撰
歌
な
ど
が
加
わ
っ

て
い
る
本
）
の
三
類
と
し
、
本
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
類
と
第
二
類
と
は
近
似
し
、
第
三
類
は
こ
れ
ら
と
全
く
異
っ
て
い
る
、
し
か
し
、
歌
の
配
列

の
順
序
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
類
と
第
三
類
と
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
第
二
類
だ
け
が
こ
れ
ら
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
、
し
か
も
、
そ
の
順
序
の
違

っ
て
い
る
箇
所
は
、
必
ず
数
首
が
群
を
な
し
て
違
っ
て
お
り
、
そ
の
群
の
中
で
の
順
序
は
第
一
類
、
第
三
類
の
順
序
と
一
致
す
る
、
こ
の
こ
と
は
、
本
来

の
「
紫
式
部
集
」
の
歌
の
順
序
が
、
機
械
的
原
因
に
よ
っ
て
崩
れ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
異
本
が
発
生
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
、
つ
ま
り
、
『
紫

式
部
集
』
は
、
本
来
、
原
本
が
幾
通
り
か
に
分
れ
て
い
た
た
め
に
、
諸
伝
本
が
三
類
に
わ
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
原
本
は
一
つ
で
、
そ
れ
が
転
写
、
保

調
査
報
告
二紫

式
一
、
『
紫
式
部
集
』
の
伝
本

部

集
一
冊

担
当
者
阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子
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管
の
間
の
機
械
的
原
因
に
よ
っ
て
三
通
り
の
写
本
が
で
き
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ｌ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
た
（
紫
式
部
日
記
と
家
集
に
つ
い
て
）
。

近
年
、
南
波
浩
氏
は
、
池
田
博
士
の
こ
の
研
究
を
う
け
て
、
そ
の
分
類
を
大
筋
に
お
い
て
認
め
た
上
で
、

一
、
定
家
自
筆
本
と
は
一
種
類
だ
け
で
は
な
い
。
一
面
の
行
数
に
も
十
行
・
十
二
行
・
九
行
・
八
行
・
七
行
等
の
種
類
が
あ
り
、
本
の
形
に
も
長
方
形

の
も
の
、
桝
形
の
も
の
な
ど
の
種
類
が
あ
っ
た
と
し
て
、
定
家
本
（
第
一
類
）
を
五
種
に
細
分
し
た
。
そ
れ
ら
の
諸
本
の
中
で
、
一
面
十
行
桝
形
本

の
本
書
（
実
践
女
子
大
本
）
と
、
こ
れ
の
忠
実
な
転
写
本
と
思
わ
れ
る
瑞
光
寺
本
と
を
第
一
種
と
し
て
立
て
、
定
家
自
筆
本
の
中
の
一
種
と
す
る
。

二
、
第
三
類
の
諸
本
の
中
に
は
雑
蟇
的
な
性
格
の
も
の
も
あ
る
が
、
岡
田
本
の
如
く
雑
蟇
的
性
格
の
部
分
の
欠
け
て
い
る
伝
本
が
あ
る
の
で
、
こ
の
岡

田
本
を
第
二
種
と
し
て
立
て
、
第
三
類
全
体
は
雑
纂
本
系
統
と
称
す
る
よ
り
は
、
別
本
系
統
と
称
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
。

南
波
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
か
ら
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
伝
本
三
八
本
を
、
三
類
一
○
種
に
分
類
し
、
そ
の
一
々
を
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
最

初
に
、
第
一
類
第
一
種
本
と
し
て
、
本
書
が
、
他
の
伝
本
と
の
比
較
の
上
で
の
こ
と
だ
が
、
歌
の
脱
落
も
、
本
文
の
誤
脱
も
少
く
、
か
つ
書
写
年
代
も
古

く
（
書
写
年
代
の
最
も
古
い
の
は
三
条
西
家
本
で
あ
る
）
、
信
頼
し
う
る
伝
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
紫
式
部
集
の
研
究
）
。

そ
の
桐
箱
の
蓋
の
中
央
に

紫
式
部
集
手
鑑
一
冊

と
墨
書
し
て
あ
る
。
こ
の
桐
箱
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。

表
紙
は
、
薄
茶
色
の
地
に
、
金
糸
で
牡
丹
唐
草
文
様
を
織
り
出
し
た
錦
で
、
こ
の
表
紙
の
左
上
に
、
「
む
ら
さ
き
式
部
集
」
と
墨
書
し
た
題
簑
（
縦
九

・
八
糎
、
横
二
糎
）
が
貼
っ
て
あ
る
。
表
紙
・
裏
表
紙
の
見
返
し
は
金
色
の
紙
で
あ
る
。
内
題
は
な
い
。

本
文
部
分
の
料
紙
は
鳥
の
子
と
思
わ
れ
る
。
綴
葉
装
で
、
三
括
り
か
ら
な
る
。
第
一
括
り
は
五
枚
二
つ
折
り
二
○
丁
）
で
、
そ
の
第
一
丁
は
表
紙
裏

に
貼
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
次
が
遊
紙
一
丁
（
こ
の
遊
紙
を
第
一
丁
と
し
て
数
え
て
あ
る
）
で
、
次
丁
の
オ
か
ら
本
文
が
書
か
れ
る
。
第
二
括
り
は
六
枚
二

つ
折
り
（
二
一
丁
）
で
全
部
本
文
、
第
三
括
り
は
五
枚
二
つ
折
り
（
一
○
丁
）
で
、
そ
の
中
八
丁
は
本
文
と
奥
書
（
一
面
）
で
、
残
る
二
丁
が
遊
紙
で
あ

る
。
計
三
二
丁
の
中
、
第
一
丁
が
表
表
紙
に
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
三
一
丁
が
、
遊
紙
三
丁
（
前
一
丁
、
後
二
丁
）
と
本
文
、
奥
書
の
二
八
丁
と
に
わ
か
れ

本
書
は
、
常
磐
松
文
庫
の
蔵
書
の
一
つ
で
、
縦
一
七
糎
、
横
一
五
・
二
糎
の
桝
型
本
、
綴
葉
装
。
紫
の
献
紗
に
包
ま
れ
、
桐
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

二
、
本
書
の
書
誌
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こ
の
奥
書
は
、
右
の
よ
う
に
判
読
し
て
ふ
た
が
、
二
、
三
不
審
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
行
目
の
「
筆
」
の
次
は
「
証
本
」
の
「
証
」
と
も
読
め
る
が
、
多
く
の
方
の
意
見
の
よ
う
に
「
跡
」
で
あ
ろ
う
。
「
×
×
筆
跡
本
」
と
読
む
の
は
熟

さ
な
い
感
も
あ
る
の
と
、
「
筆
」
と
次
の
字
と
の
間
が
心
持
あ
い
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
京
極
黄
門
筆
の
証
本
」
と
訓
ん
で
も
ゑ
た
が
、
「
証
」

と
訓
む
に
は
秀
の
画
に
不
審
が
あ
る
。
「
跡
」
を
こ
の
よ
う
な
字
形
に
崩
す
こ
と
は
珍
し
い
が
、
例
の
な
い
崩
し
方
で
は
な
い
。

二
行
目
の
「
鑿
」
の
筆
画
も
異
様
だ
が
、
文
脈
か
ら
み
て
も
「
隻
紙
」
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。

五
行
目
の
署
名
の
最
初
の
字
は
、
字
形
か
ら
い
え
ば
、
「
癩
」
の
崩
し
と
も
み
え
る
。
ま
た
多
く
の
人
は
「
痛
」
と
宛
て
て
い
る
。
殊
に
こ
の
本
の
臨

写
本
か
と
思
わ
れ
る
瑞
光
寺
本
の
奥
書
（
「
紫
式
部
集
の
研
究
」
口
絵
写
真
）
の
字
形
は
、
「
癩
」
の
崩
し
と
ぷ
る
の
が
一
案
だ
と
思
わ
せ
る
。
だ
が
、
「
癩
」

は
「
悪
疾
也
」
と
か
「
瘤
也
」
と
か
定
義
す
る
。
ま
た
「
痛
」
は
「
狂
也
」
と
定
義
し
、
小
児
に
「
滴
」
と
い
い
、
大
人
に
「
痛
」
と
い
う
と
あ
り
、

「
願
澗
一
の
意
で
あ
る
と
も
い
う
。
「
×
老
比
丘
」
と
は
謙
退
の
自
称
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
「
願
」
や
「
痛
」
を
使
う
の
は
、
い
く
ら
謙
退
に
し

，
な
い
○

「
癒
澗
」
の
意
で
あ
る
と
も
い
う
。
「
×
老
比
丘
」

て
も
ど
ぎ
つ
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
文
は
、
一
面
十
行
書
き
、
歌
は
、
上
句
、
下
句
で
改
行
し
て
二
行
書
き
、
詞
書
は
、
歌
よ
り
一
宇
又
は
一
・
五
字
ほ
ど
下
げ
て
書
く
。
所
収
歌
は
一

二
六
首
。
伝
本
各
類
各
種
の
中
で
最
も
歌
数
が
多
い
。
本
文
部
分
に
書
入
れ
、
貼
紙
等
は
な
い
。
蔵
書
印
等
は
、
本
学
図
書
館
の
も
の
以
外
に
は
見
当
ら

づ
っ
０奥

書
と
極
札
と
が
あ
る
。

奥
書
は
、
本
文
部
分
の
最
終
丁
ウ
（
第
二
十
九
丁
ウ
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
口
絵
８
参
照
）
。

本
云以

京
極
黄
門
定
家
卿
筆
跡
本
不
運

一
宇
至
干
行
賦
字
賦
隻
紙
勢
分

如
本
令
書
写
之
子
時
延
徳
二
年

十
一
月
十
日
記
之療

老
比
丘
判

天
文
廿
五
年
來
鐘
上
涛
書
写
之
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「
天
文
廿
五
年
」
二
五
五
六
）
に
は
、
前
述
の
如
く
疑
問
は
あ
る
が
、
今
こ
れ
を
旧
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
日
附
を
お
お
よ
そ
の
目

途
と
し
て
、
こ
の
筆
者
を
一
応
探
っ
て
み
る
こ
と
に
な
る
が
、
特
に
手
懸
り
に
な
る
も
の
は
な
い
。

極
札
が
添
え
て
あ
る
。
そ
の
包
紙
に
は
、

本
書
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
可
能
な
訓
象
方
は
「
凝
」
で
あ
る
。
「
凝
」
の
崩
し
は
、
普
通
に
は
こ
の
奥
書
の
字
形
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
筆
者
の

崩
し
方
に
は
、
個
人
的
な
癖
も
あ
る
ら
し
く
、
「
擬
」
の
崩
し
の
最
後
の
画
が
、
「
頁
」
や
「
負
」
の
崩
し
の
形
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
意
味
の
方
か
ら

い
う
と
、
「
凝
」
に
「
称
顛
狂
病
」
と
も
あ
る
が
、
本
来
は
「
不
慧
也
」
（
説
文
）
で
、
多
く
の
人
が
謙
称
と
し
て
こ
の
字
を
用
い
て
い
る
。
中
国
に
も
、

「
凝
蓄
」
（
宋
、
祖
覚
・
情
、
王
鐸
）
、
「
療
嬰
」
（
元
、
顧
諒
）
、
「
瘻
翁
」
（
明
、
史
忠
）
、
「
瘻
仙
」
（
同
上
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
外
に
、
「
療
仙
道
人
」

（
清
、
王
鐸
）
、
「
凝
絶
生
」
（
元
、
王
鐸
）
、
「
瘻
絶
里
」
（
宋
、
顧
禧
）
と
使
わ
れ
た
。
日
本
の
五
山
の
禅
僧
に
「
療
兀
」
「
療
絶
」
「
擬
黙
」
「
療
鈍
」
な
ど

が
い
た
。
「
凝
老
ｌ
比
丘
」
か
「
凝
ｌ
老
比
丘
」
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
擬
」
と
訓
ん
で
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
は
、
判
読
し
が
た
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
後
の
日
附
「
天
文
廿
五
年
」
の
「
廿
」
の
部
分
の
紙
が
少
し
毛
羽
立
っ
て
桑
え
る
。
つ
ま
り
、
「
廿
」

は
、
一
度
書
か
れ
た
字
を
削
っ
て
消
し
、
そ
の
上
に
書
い
た
か
に
見
え
る
。
「
天
文
」
と
い
う
年
号
は
、
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
で
「
弘
治
」
と
改
元

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
料
紙
の
毛
羽
立
ち
が
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
写
真
で
は
判
定
し
に
く
い
が
、
こ
の
「
廿
」
は
、
こ
の
行
の
他
の

字
と
は
墨
色
が
違
っ
て
い
る
し
、
書
風
も
連
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
云
っ
て
象
れ
ば
、
こ
の
奥
書
の
他
の
字
よ
り
も
若
い
人
の
字
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
ま
か
に
見
る
と
、
「
廿
」
の
右
下
の
点
も
二
重
に
打
っ
て
あ
る
ら
し
く
、
濃
い
墨
と
薄
い
墨
と
が
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
廿
」

の
横
の
画
の
右
端
の
上
に
は
桑
出
て
い
る
の
も
、
こ
の
横
の
画
と
は
墨
色
を
異
に
し
て
い
る
（
口
絵
８
参
照
）
。

写
真
で
み
る
と
、
「
廿
」
と
「
五
」
と
は
切
れ
目
な
し
に
筆
が
つ
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
原
本
で
は
墨
色
を
異
に
し
、
筆
勢
を
異
に
し
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
下
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
文
字
を
推
測
し
が
た
い
。
何
故
、
改
元
の
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
し

て
「
廿
五
年
」
と
し
た
の
か
も
推
測
し
が
た
い
。
改
元
を
知
ら
な
か
っ
た
人
、
「
致
仕
の
人
か
、
世
を
捨
て
た
人
」
と
南
波
浩
氏
は
い
う
。

右
の
よ
う
に
読
ん
で
ゑ
る
と
、
定
家
筆
の
伝
本
を
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
○
）
、
「
擬
老
比
丘
」
が
、
一
字
違
わ
ず
、
「
行
数
・
字
配
り
・
壁
紙
の
体

裁
」
ま
で
を
底
本
通
り
に
書
写
し
た
も
の
、
臨
写
本
に
近
い
も
の
を
作
っ
た
と
い
う
の
が
前
段
の
奥
書
で
あ
る
。
そ
の
肩
に
、
「
本
云
」
と
あ
る
の
は
、

今
こ
（
二
月
）

本
書
（
実
践
女
子
大
本
）
の
底
本
に
す
で
に
こ
の
奥
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
延
徳
の
写
本
を
、
「
天
文
廿
五
年
爽
鐘
上
塔
」
に
転
写
し
た
の
が

韓
法
輪
三
条
殿
公
頼
公
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と
、
公
頼
に
つ
い
て
の
註
記
が
あ
る
。
牛
蓄
の
極
に
対
す
る
註
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

公
頼
は
、
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
藤
原
（
三
条
）
実
香
の
男
、
後
柏
原
天
皇
の
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
、
二
十
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
天

文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
正
月
三
十
日
、
散
位
の
前
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
（
正
二
位
）
に
転
じ
た
が
、
三
月
二
十
五
日
に
は
辞
退
し
、
十
六
年
従
一
位
に
叙

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
年
二
五
五
一
）
の
公
頼
の
条
に
、

と
あ
る
。
大
内
義
隆
が
陶
隆
房
に
襲
わ
れ
て
長
門
大
密
寺
で
自
尽
し
た
事
件
に
尹
房
や
公
頼
が
巻
き
こ
ま
れ
て
死
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
公
頼
は
天
文
二
十
年
に
死
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
写
本
の
奥
書
に
あ
る
「
天
文
廿
五
年
」
に
は
生
存
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

畠
山
牛
竜
の
極
に
あ
る
よ
う
に
三
条
公
頼
を
本
書
の
筆
者
と
す
る
な
ら
ば
、
「
天
文
廿
五
年
」
に
は
何
か
の
誤
り
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ

の
点
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
廿
」
が
、
本
文
・
奥
書
と
は
別
人
の
筆
と
見
え
る
こ
と
が
、
ま
た
改
め
て
問
題
と
な
る
。
「
廿
」
の
前
に
あ
っ
た
文
字

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
年

三
条
↑
Ｌ
↑

と
あ
る
。
同
じ
く
、
散
位
の
前
左
大
臣
従
一
位
藤
原
尹
房
の
条
』

一
癖
尹
房
種
十
蔀
錨
鋸
壁
誰
一
窺
鄙
翫
甜
軸
鈩
辨
銅
馳
饒
涯
卿
没
落

と
あ
る
。
同
じ
く
散
位
の
非
参
議
従
二
位
多
々
良
義
隆
の
条
に
、

大
内多

々
良
義
隆
理
十
蕾
認
蝋
鍵
福
藷
鑑
誰
》
坑
月
二
日
於
長
門
國
目

坐
生
、

ｊ
０
℃ と

あ
る
。
こ
の
紙
包
の
中
の
極
札
霧

轌
法
輪
三
条
殿
公
頼
公
紫
式
部
集

と
あ
り
、
「
紫
式
部
集
」
の
下
二
字
陸

の
極
で
、
三
条
公
頼
を
こ
の
写
本
露

三
条
号
後
龍
翔
院
天
文
十
五
年
左
大
臣

公
頼
公
従
一
位
同
廿
年
八
月
廿
九
日
於
防
州

生
害
年
五
十
七

ニ
ノ
ニ
ノ

同
（
藤
）
公
頼
唖
‐
郭
桐
瑞
討
繩
錘
銅
球
甦
鍔
臣
。

紫
式
部
集
極
外
題

の
下
二
字
に
か
か
る
瓢
形
の
朱
印
は
「
随
道
」
の
古
体
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
第
三
代
畠
山
牛
電
重
好
（
享
保
十
二
年
五
月
遁
世
）

の
写
本
（
紫
式
部
集
）
の
筆
者
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
包
の
中
の
も
う
一
枚
の
紙
片
（
縦
一
七
・
三
糎
、
横
三
・
五
糎
）
に

（
縦
一
四
・
六
糎
、
横
二
・
二
糎
）

位
藤
原
尹
房
の
条
に
も
、 〉

」
十
牢
、

１
Ｌ
Ｖ
ｉ
此
Ｖ

庁勾
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個
々
に
探
っ
て
み
る
。

本
書
に
は
一
二
六
首
の
歌
が
掲
救
さ
れ
て
い
る
。
『
紫
式
部
集
」
の
諸
伝
本
中
で
は
、
最
も
収
録
歌
数
の
多
い
写
本
で
あ
る
が
、
多
い
と
は
い
っ
て

も
、
紫
式
部
の
歌
全
部
が
完
全
に
こ
の
本
に
集
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
文
の
中
に
、
「
か
へ
し
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
後

に
、
二
行
分
と
か
四
行
分
と
か
の
空
白
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
三
類
十
種
の
伝
本
が
同
一
原
本
か
ら
分
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
空
白
部
分
に

入
る
べ
き
歌
、
つ
ま
り
一
二
六
首
以
外
に
、
本
来
こ
の
伝
本
に
あ
っ
た
歌
で
、
今
は
脱
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
ら
を

(1) は
、
「
十
」
「
廿
」
「
舟
」
等
の
数
字
で
あ
ろ
う
が
、
「
廿
」
で
も
「
州
」
で
も
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
結
局
は
三
谷
邦
明
氏
の
い
う
如
く
「
十
」

で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
「
廿
」
と
書
き
改
め
た
の
か
の
説
明
は
で
き
な
い
。
作
為
と
ば
か
り
は
限
る
ま
い
。
ま
た
、
「
天
文
十
五
年
」
で
あ

る
と
し
て
も
、
｜
公
頼
を
筆
者
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
は
筆
者
不
明
と
し
て
お
く
ｃ
筆
者
の
個
人
名
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
そ
の
筆

蹟
が
、
こ
の
奥
書
に
あ
る
天
文
ご
ろ
、
室
町
時
代
末
期
の
も
の
と
象
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
形
態
上
、
内
容
上
の
特
徴
二
、
三
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

ａ
、
Ⅳ
（
な
に
は
か
た
…
）
の
次
（
五
ウ
）

「
な
に
は
か
た
む
れ
た
る
と
り
の
…
」
の
歌
の
次
の
行
に
、
「
か
へ
し
」
と
あ
り
、
そ
の
後
二
行
分
ほ
ど
空
白
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
行
か
ら
、
「
つ

く
し
に
ひ
せ
ん
と
い
ふ
と
こ
ろ
よ
り
：
．
」
と
い
う
次
の
歌
の
詞
書
に
な
る
。
定
家
自
筆
本
系
統
第
二
種
尊
円
本
諸
本
で
は
、
こ
の
空
白
部
分
に
「
本

ニ
ゥ
タ
・
ナ
シ
不
審
」
な
ど
と
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
、
は
じ
め
は
「
返
し
」
の
歌
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
歌
が
ど
う
い
う

歌
で
あ
っ
た
か
は
、
三
類
十
種
の
現
存
本
す
べ
て
に
欠
け
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
歌
集
を
編
集
す
る
時
、
こ
こ
に
「
返
し
」
の
歌
を
入
れ

る
予
定
に
し
て
お
い
て
、
そ
の
予
定
を
果
さ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
返
し
」

の
歌
が
紫
式
部
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
材
料
が
手
も
と
に
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
考
え
に
く
い
。
「
な
に
は
か
た
」
の
歌
を
と
っ
た
勅
撰
集

「
続
拾
遺
集
」
の
詞
書
に
は
、
「
津
の
國
に
ま
か
れ
り
け
る
時
、
都
な
る
女
と
も
だ
ち
の
許
に
遺
し
け
る
／
紫
式
部
」
（
雑
上
、
二
二
四
）
と
あ
っ

て
、
こ
の
歌
の
作
者
は
紫
式
部
に
な
る
が
、
こ
の
家
集
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

本
写
本
に
は
脱
落
し
て
い
る
歌

三
、
本
書
の
特
徴
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ｄ
、
川
（
神
世
に
は
…
）
の
次
（
二
五
ォ
）

「
神
世
に
は
あ
り
も
や
し
け
ん
．
：
」
の
歌
と
次
の
歌
の
詞
書
、
「
む
月
の
三
日
う
ち
よ
り
い
で
聖
・
；
」
と
の
間
に
は
、
空
白
は
な
い
。
古
本
系
（
的

・
皿
で
も
つ
づ
い
て
い
て
、
空
白
は
な
い
。
定
家
本
系
尊
円
本
も
つ
づ
い
て
い
る
。
だ
が
、
定
家
本
第
三
種
本
の
諸
本
で
は
、
二
行
分
又
は
一
行

分
の
空
白
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
こ
に
本
来
は
歌
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
歌
が
ど
ん
な
歌
で
あ
っ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。

り
か
ら
を
。
：
」
と
い
う
歌
と
詞
書
が
、

Ｃ
、
沼
（
わ
す
る
坐
は
）
の
次
（
一
九
ゥ
）

ｂ
、
列
（
た
か
さ
と
の
）
の
次
（
一
三
ゥ
）

本
書
に
よ
れ
ば
、
「
た
が
さ
と
の
春
の
た
よ
り
に
」
の
歌
の
次
に
は
空
白
も
な
く
次
の
砲
の
歌
の
詞
書

て
い
る
が
、
古
本
系
諸
本
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

さ
し
あ
は
せ
て
物
思
は
し
げ
な
り
と
き
く
人
を
、
ひ
と
に
つ
た
へ
て
と
ぶ
ら
ひ
け
る

（
を
）

八
重
や
ま
ぷ
き
を
お
り
て
、
あ
る
所
に
た
て
ま
つ
れ
た
る
に

（
を
）

お
り
か
ら
を
ひ
と
へ
に
め
づ
る
花
の
色
は
う
す
き
を
承
つ
つ
う
す
き
と
も
み
ず
（
陽
明
文
庫
本
）

（
わ
）

と
あ
っ
て
、
そ
の
後
が
「
世
中
の
さ
は
が
し
き
こ
ろ
…
」
と
い
う
詞
書
に
つ
づ
く
。
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
（
歌
・
詞
書
）
は
、
本
書
を
初
め
と
す
る

定
家
本
系
の
諸
本
（
二
八
本
）
に
も
、
別
本
系
（
三
本
）
に
も
な
く
、
古
本
系
（
七
本
）
に
の
ぷ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
（
定
家
本
系
第
一
種
）
の
場

合
も
、
本
来
は
こ
れ
ら
の
歌
と
詞
書
と
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
か
の
理
由
で
脱
落
し
、
空
白
部
分
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
古
本
系
に
「
本
に
や
れ
て
か
た
な
し
と
」
と
註
記
の
あ
る
部
分
の
歌
が
ま
ず
脱
落
し
、
次
の
あ
る
時
期
に
、
あ
る
理
由
で
、
「
を

り
か
ら
を
。
：
」
と
い
う
歌
と
詞
書
が
、
定
家
本
系
か
ら
脱
落
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ワ
』
／
Ｊ
イ
了
・
》
妬
Ｉ
“
１
Ｖ
』
〆
Ｖ
ｙ
し
〆
一
「
ノ
！
、

「
わ
す
る
坐
は
う
き
世
の
つ
れ
と
．
：
」
の
歌
の
次
に
は
四
行
分
の
空
白
部
分
が
あ
っ
て
、
次
に
「
返
し
」
と
あ
っ
て
ね
（
た
が
さ
と
も
：
．
）
と
い
う

歌
に
な
る
。
こ
の
空
白
部
分
に
は
、
二
行
に
わ
た
る
詞
害
と
歌
（
二
行
）
と
が
あ
っ
た
、
そ
れ
が
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詞
書
や

歌
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
こ
の
空
白
が
な
い
古
本
系
の
陽
明
文
庫
本
（
舵
・
閉
）
で
は
、
「
返
し
」
の
下
に
、
「
や
れ
て
な
し
」

と
あ
る
が
、
こ
の
「
返
し
」
は
、
沼
「
わ
す
る
坐
は
…
」
に
つ
く
も
の
な
の
か
、
刃
一
‐
た
が
里
も
…
」
に
つ
く
も
の
な
の
か
の
解
釈
に
つ
い
て
は
改

と
あ
る
が
、
こ
の
「
返
し
」
は
、
沼

め
て
考
慮
す
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
に
や
れ
て
か
た
な
し
と

（
わ
）

「
世
中
の
さ
は
が
し
き
こ
ろ
…
」
に
つ
づ
い
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本
書
（
第
一
類
第
一
種
）
に
だ
け
あ
っ
て
、
他
種
、
他
系
統
の
本
に
は
全
く
収
め
ら
れ
て
い
な
い
歌
は
一
首
も
な
い
。
本
書
の
中
の
歌
は
、
他
の
定
家

本
系
伝
本
に
も
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
古
本
系
伝
本
に
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
本
書
の
歌
の
中
に
は
、
他
の
定
家
本
系
（
第
二
種
’
第
五
種
）
、
古
本
系

の
伝
本
の
ど
ち
ら
か
に
は
収
め
ら
れ
て
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
、
第
二
’
五
種
の
定
家
本
系
諸
本
に
見
え
な
い
歌
、

以
上
五
箇
所
に
は
、
本
来
、
一
首
又
は
二
首
程
度
の
歌
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
推
測
が
当
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
歌

が
ど
ん
な
歌
で
あ
っ
た
か
を
推
測
し
う
る
の
は
、
ｂ
の
「
を
り
か
ら
を
」
と
そ
の
詞
書
と
ｅ
の
「
い
づ
く
と
も
」
と
の
二
首
に
す
ぎ
な
い
。

②
本
書
に
あ
り
、
他
本
に
は
な
い
歌

配
か
き
く
も
り
ゆ
ふ
た
づ
な
ァ

こ
の
四
首
は
、
定
家
本
系
の
中
毫

の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

1921 20 ｅ
、
蝿
（
ふ
れ
ば
か
く
）
の
次
（
二
八
ゥ
）

本
書
の
「
ふ
れ
ば
か
く
う
さ
の
み
ま
さ
る
」
の
歌
と
、
次
の
歌
の
詞
書
「
こ
せ
う
し
や
う
の
き
象
の
．
：
」
と
の
間
に
は
、
空
白
は
な
い
。
だ
が
認
定

家
本
系
第
二
種
尊
円
本
諸
本
、
古
本
系
諸
本
、
別
本
系
諸
本
に
は
、

（
ぬ
イ
）

い
つ
く
と
も
身
を
や
る
か
た
の
し
ら
れ
ね
は
う
し
と
み
つ
Ｌ
も
な
か
ら
ふ
る
哉
（
陽
明
文
庫
本
Ｕ

レ
ス
う
歌
紙
あ
る
（
こ
の
歌
の
前
に
、
「
か
へ
し
」
と
入
っ
て
い
る
一
本
が
あ
る
。
不
審
で
あ
る
）
。
本
書
も
、
本
来
は
こ
の
歌
を
こ
こ
に
も
っ
て
い
た
が
、

と
い
う
歌
が
あ
る
（
こ
の
歌
の
前
に
、
。

そ
れ
が
脱
落
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ゆ
き
め
く
り
あ
ふ
を
ま
つ
ら
の
か
上
み
に
は
た
れ
を
か
け
つ
壁
い
の
る
と
か
し
る

あ
ふ
み
の
み
つ
う
み
に
て
み
を
か
さ
き
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
み
を
ひ
く
を
見
て

み
を
の
う
み
に
あ
み
引
た
み
の
て
ま
も
な
く
た
ち
ゐ
に
つ
け
て
み
や
こ
Ｌ
ひ
し
も

又
い
そ
の
は
ま
に
つ
る
の
こ
ゑ
ｊ
＼
な
く
を

い
そ
か
く
れ
お
な
し
こ
異
る
に
た
つ
そ
な
く
な
に
お
も
ひ
つ
る
人
や
た
れ
そ
も

夕
た
ち
し
ぬ
へ
し
と
て
そ
ら
の
く
も
り
て
ひ
ら
め
く
に

か
き
く
も
り
ゆ
ふ
た
つ
な
み
の
あ
ら
け
れ
は
う
き
た
る
舟
そ
し
つ
こ
異
ろ
な
き
（
六
ォ
Ｉ
ワ
）

四
首
は
、
定
家
本
系
の
中
で
は
、
第
二
種
の
三
条
家
本
（
神
宮
文
庫
）
等
と
第
五
種
の
群
書
類
従
本
と
六
女
歌
集
本
と
に
は
あ
る
。

か
へ
し
又
の
と
し
も
て
き
た
り

こ
弓
イ
な
つ
み
催
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第
二
種
本
（
尊
円
本
）
は
、
代
表
的
な
松
平
文
庫
本
な
ど
に
よ
る
と
、
本
文
の
後
に
、
「
表
害
耆
本
初
侍
者
害
窓
裏
村
円
」
と
は
じ
ま
る
奥
書
（
天
文
第

八
暮
篭
下
旬
廿
九
日
）
と
写
本
寸
法
（
長
さ
五
寸
三
分
・
横
三
寸
七
分
）
と
を
記
し
、
そ
の
後
に
、
「
か
へ
し
ま
た
の
と
し
も
て
き
た
り
」
と
は
じ
め
て
、

（
ほ
）

「
か
き
く
も
り
」
の
歌
ま
で
に
、
次
の
歌
（
配
）
の
詞
書
の
一
行
目
「
し
を
つ
や
ま
と
い
ふ
道
の
い
と
し
け
き
を
」
を
加
え
た
本
文
を
引
用
し
、
次
に

右
之
分
以
他
本
校
合
之
時
書
入
、
あ
ひ
ゑ
ん
と
お
も
ふ
心
は
ま
つ
ら
な
る
鏡
の
神
や
空
に
ぷ
ゆ
ら
ん
の
つ
き
、
し
つ
の
を
の
あ
や
し
き
さ
ま
と
も
し

て
な
を
か
ら
き
道
な
り
や
と
云
を
間
て
の
か
象
ニ
ア
リ

と
あ
る
、
つ
ま
り
松
平
文
庫
本
（
尊
円
本
）
に
は
な
く
、
本
書
や
古
本
系
に
あ
る
歌
・
訶
害
を
記
し
て
、
そ
れ
ら
は
「
あ
ひ
承
ん
と
：
．
」
と
「
し
つ
の
を

の
…
」
の
間
に
あ
る
べ
き
な
の
だ
と
位
置
を
註
記
し
て
あ
る
の
が
、
第
一
類
第
二
種
本
（
松
平
文
庫
本
等
）
の
形
態
的
特
徴
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
類

こ
の
種
の
諸
本
の
中
三
条
家
本
等
の
数
本
に
は
、
第
二
種
本
と
し
て
の
特
徴
的
な
奥
書
も
あ
り
、
「
右
之
分
…
」
と
い
う
註
記
も
あ
る
が
、
そ
の
前
に
あ

げ
て
あ
る
べ
き
歌
と
詞
書
（
註
記
の
「
右
之
分
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
卿
ｌ
躯
の
歌
と
詞
書
で
あ
る
）
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
第
二
種
本
で
あ
る
三
条

家
本
等
に
は
本
来
な
か
っ
た
歌
と
詞
書
⑮
ｌ
配
の
そ
れ
ら
）
と
を
、
三
条
家
本
等
で
は
、
奥
書
が
註
記
し
て
い
る
本
文
中
の
位
置
に
、
書
き
入
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
奥
書
か
ら
は
歌
と
詞
書
と
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
三
条
家
本
等
は
、
第
二
種
本
と
し
て
の

特
徴
的
な
形
の
崩
れ
た
写
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
種
本
の
中
で
、
こ
の
四
首
の
歌
と
詞
書
と
を
も
っ
て
・
い
る
群
書
類
従
本
、
六
女
歌
集
本
と
は
、
共
に
他
本
と
校
合
さ
れ
て
い
る
本
な
の
で
、
第
二

種
本
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
実
は
校
合
に
使
っ
た
本
の
性
格
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
両
本
は
、
校
合
に
よ
っ
て
、
定
家
本
第
五
種
本
と
し
て
の
純
粋
な
形
を
失
っ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
ひ
）

ま
た
い
と
う
ゐ
ノ
ィ
、
し
き
さ
ま
に
て
ふ
る
さ
と
に
か
へ
り
て
の
ち
ほ
の
か
に
か
た
ら
ひ
け
る
人
に

訂
と
ち
た
り
し
い
は
ま
の
こ
ほ
り
う
ち
と
け
は
を
た
え
の
水
も
か
け
象
え
し
や
は

記
承
山
へ
の
は
な
ふ
き
ま
か
ふ
た
に
風
に
む
す
ひ
し
水
も
と
け
さ
ら
め
や
は

正
月
十
日
の
ほ
と
に
は
る
の
う
た
上
て
ま
つ
れ
と
あ
り
け
れ
は
ま
た
い
て
た
ち
も
せ
ぬ
か
く
れ
か
に
て

弱
承
よ
し
の
は
春
の
け
し
き
に
か
す
め
と
も
む
す
ほ
坐
れ
た
る
ゆ
き
の
し
た
草
（
一
四
ウ
ー
一
五
ウ
）

こ
の
三
首
は
、
第
二
ｌ
第
五
の
定
家
本
に
は
な
い
。
別
本
に
も
な
い
。
古
本
系
統
と
定
家
本
第
一
種
本
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
本
来
の
「
紫
式
部
集
』

に
あ
っ
た
歌
で
あ
る
。

か
へ
し

ワヴ
0』



、
Ｔ
鉢

田
つ
れ
ノ
、
と
な
か
め
ふ
る
日
は
あ
を
や
き
の
い
と
当
う
き
世
に
み
た
れ
て
そ
ふ
る
（
一
五
ゥ
）

帥
の
「
う
き
こ
と
を
お
も
ひ
ゑ
た
れ
て
あ
を
や
き
の
い
と
ひ
さ
し
く
も
な
り
に
け
る
か
な
」
と
い
う
「
弁
の
お
も
と
」
（
弁
内
侍
か
弁
宰
相
か
）
の
歌
へ

の
返
し
で
あ
る
。
別
本
・
定
家
本
系
諸
本
に
は
見
え
る
が
、
古
本
系
諸
本
に
は
見
え
な
い
歌
で
あ
る
。

か
う
く
〈
ん

つ
ち
み
か
と
と
の
に
て
三
十
講
の
五
巻
五
月
五
日
に
あ
た
れ
り
し
に

侭
た
へ
な
り
や
け
ふ
は
さ
月
の
い
つ
か
と
て
い
つ
異
の
ま
き
に
あ
へ
る
御
の
り
も

そ
の
夜
い
け
の
か
坐
り
火
に
象
あ
か
し
の
ひ
か
り
あ
ひ
て
ひ
る
よ
り
も
そ
こ
ま
て
さ
や
か
な
る
に
さ
う
ふ
の
か
い
ま
め
か
し
う
に
ほ
ひ
く
れ

に
違
い
が
あ
る
）

、
な
に
こ
と
里
あ
や
め
は
わ
か
て
け
ふ
も
な
を
た
も
と
に
あ
ま
る
ね
こ
そ
た
え
せ
れ
（
一
七
ウ
ー
一
八
ォ
）

こ
の
三
首
も
、
定
家
本
系
の
諸
本
、
別
本
系
諸
本
に
は
揃
っ
て
あ
る
も
の
だ
が
、
古
本
系
諸
本
に
は
、
本
来
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
和
・
江
は

『
日
記
歌
』
に
は
あ
る
が
詞
害
が
違
う
）
。
古
本
系
第
二
種
の
諸
本
に
は
、
巻
末
に
、
．
、
の
二
首
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
詞
書
は
、
「
つ
ぼ

70 69

（
わ
）

髄
か
Ｌ
り
火
の
か
け
も
さ
は
か
ぬ
い
け
水
に
い
く
ち
よ
す
ま
む
の
り
の
ひ
か
り
そ

お
ほ
や
け
こ
と
に
い
ひ
ま
き
ら
に
す
を
む
か
ひ
た
ま
へ
る
人
は
さ
し
も
お
も
ふ
こ
と
も
の
し
た
ま
ふ
ま
し
き
か
た
ち
あ
り
さ
ま
よ
は
ひ
の
に

と
を
い
た
う
こ
上
ろ
ふ
か
け
に
お
も
ひ
象
た
れ
て

師
す
め
る
い
け
の
そ
こ
ま
て
上
ら
す
か
坐
り
ひ
の
ま
は
ゆ
き
ま
て
も
う
き
わ
か
身
か
な
（
一
六
オ
ー
ー
セ
ォ
）

こ
の
三
首
も
、
古
本
系
諸
本
以
外
の
諸
本
（
定
家
本
系
・
別
本
系
）
に
は
あ
る
歌
で
あ
る
。
（
古
本
系
諸
本
の
後
に
あ
る
「
日
記
歌
」
の
中
に
も
あ
る
が
、
詞
書

ｂ
、
古
本
系
諸
本
に
見
え
な
い
歌

返
し

ひ
と
り
ゐ
て
な
ゑ
た
く
み
け
る
水
の
お
も
に
う
き
そ
は
る
ら
ん
か
け
や
い
つ
れ
そ

あ
か
う
な
れ
ば
い
り
ぬ
長
き
ね
を
つ
典
承
て

な
へ
て
世
の
う
き
に
な
か
る
上
あ
や
め
く
さ
け
ふ
ま
て
か
奥
る
ね
は
い
か
上
ゑ
る

反
｝
しか

へ
し

)今口

1.J、
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川
う
ち
は
ら
ふ
と
も
な
き
こ
ろ
の
ね
さ
め
に
は
つ
か
ひ
し
を
し
そ
夜
は
に
恋
し
き
（
二
六
ウ
ー
ニ
セ
ウ
）

こ
の
五
首
の
中
川
を
除
く
四
首
が
、
古
本
系
第
三
種
の
橘
常
樹
本
に
あ
る
の
は
、
陽
明
文
庫
本
末
尾
の
日
記
歌
一
七
首
中
の
「
く
も
ま
・
な
く
」

（
‐
わ
）

は
り
の
」
「
う
き
ね
せ
し
」
「
う
ち
は
ら
ふ
」
の
四
首
と
、
こ
れ
に
つ
づ
く
「
と
し
く
れ
て
」
「
す
き
物
と
」
の
二
首
を
集
の
末
尾
に
転
記
し
、

を
一
一
首
と
し
て
い
る
か
ら
で
、
古
本
と
し
て
の
特
徴
を
崩
す
所
為
で
あ
る
。

ね
な
ら
ひ
に
す
ゑ
侍
け
る
比
、
五
月
六
日
も
ろ
と
も
に
な
か
め
あ
か
し
て
、
朝
に
な
か
き
れ
を
つ
つ
み
て
紫
式
部
に
つ
か
は
し
け
る
／
上
東
門
院
小
少

将
」
「
返
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
、
の
詞
書
と
は
、
文
章
が
違
う
ば
か
り
で
な
く
、
書
式
も
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第

三
、
夏
の
二
二
三
・
二
二
四
の
詞
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
本
系
の
第
二
種
の
諸
本
は
、
新
古
今
集
に
あ
る
二
首
の
歌
と
詞
書
と
を
巻
末
に
引
用
増
加
し

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
本
系
諸
本
に
は
、
こ
の
三
首
は
、
本
来
な
か
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

夜
ふ
け
て
戸
を
た
奥
き
し
人
つ
と
め
て

別
夜
も
す
か
ら
く
ひ
な
よ
り
け
に
な
く
ノ
、
そ
ま
き
の
と
く
ち
に
た
坐
き
わ
ひ
つ
る

お
た
＆
な
ら
し
と
は
〈

こ
の
贈
答
二
首
も
、
定
壼

る
が
、
詞
言
が
違
っ
て
い
る
）
。

116 114llT 11J

九
月
九
日
き
く
の
わ
た
を
う
へ
の
御
か
た
よ
り
た
ま
へ
る
に

き
く
の
つ
ゆ
わ
か
ゆ
は
か
り
に
そ
て
ふ
れ
て
花
の
あ
る
し
に
千
世
は
ゆ
つ
ら
む

し
く
れ
す
る
日
こ
少
将
の
象
さ
と
よ
き
り

（
Ｊ
も
さ
《
）

く
ま
も
な
く
な
か
む
る
そ
ら
も
か
き
く
ら
し
い
か
に
し
の
ふ
る
し
く
れ
な
る
ら
む

（
わ
）

こ
と
は
り
の
し
く
れ
の
そ
ら
ば
く
も
ま
あ
れ
と
な
か
む
る
そ
て
そ
か
は
く
世
も
な
き

里
に
い
て
些
大
な
こ
ん
の
き
象
ふ
み
た
ま
へ
る
つ
い
て
に

う
き
ね
せ
し
水
の
う
へ
の
ゑ
こ
ひ
し
く
て
か
も
の
う
は
け
に
さ
え
そ
お
と
ら
ぬ

（
ゑ
）

た
坐
な
ら
し
と
は
か
り
た
上
く
坐
ひ
な
ゆ
へ
あ
け
て
は
い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し
（
一
八
ゥ
）

贈
答
二
首
も
、
定
家
本
系
・
別
本
系
諸
本
に
は
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
古
本
系
諸
本
に
は
見
え
な
い
歌
と
詞
書
で
あ
る

返
し

返
し

か
へ
し

今
日
記
歌
』
の
中
に
あ

「
こ
と

日
記
歌

－ヶQ－
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歌
集
の
場
合
、
あ
る
歌
の
左
注
と
次
の
歌
の
詞
書
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
に
く
い
場
合
が
あ
る
。
本
書
は
、
左
注
の
末
尾
と
、
次
の
詞
書
と
を
改
行
す

る
こ
と
で
区
別
し
て
い
る
。
時
に
は
、
区
別
し
な
い
で
続
け
て
お
く
方
が
適
当
な
の
か
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
書
は
一
首
ず
つ
の
詞
書
、
左
注

と
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

ふ
み
の
う
へ
に
し
ゆ
と
い
ふ
物
を
つ
ふ
ｊ
、
」
と
そ
具
き
か
け
て
な
み
た
の
い
る
な
と
」
か
き
た
る
人
の
か
へ
り
こ
と
に

瓠
く
れ
な
ゐ
の
な
ゑ
た
そ
い
と
上
う
と
ま
る
上
う
つ
る
こ
異
る
の
い
る
に
見
ゆ
れ
は

も
と
よ
り
人
の
む
す
め
を
え
た
る
人
」
な
り
け
り

（
お
）

ふ
み
ち
ら
し
け
り
と
き
上
て
あ
り
し
文
」
と
も
と
り
あ
つ
め
て
を
こ
せ
す
は
返
」
事
か
坐
し
と
こ
と
は
に
て
の
ゑ
い
ひ
や
」
り
け
れ
は
み
な

（
お
）

を
こ
す
と
て
い
み
し
く
」
ゑ
ん
し
た
り
け
れ
は
む
月
十
日
は
か
り
の
」
こ
と
な
り
け
り

鉈
と
ち
た
り
し
う
へ
の
う
す
ら
ひ
と
け
な
か
ら
さ
は
た
え
ね
と
や
山
の
し
た
水

と
あ
る
如
き
が
本
書
の
慣
行
で
あ
る
。
こ
こ
は
区
別
す
る
方
が
よ
い
と
思
う
が
、
左
注
と
次
の
詞
書
と
が
も
う
す
こ
し
近
い
ト
ピ
ッ
ク
の
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
区
別
せ
ず
、
一
続
き
に
し
て
お
く
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
は
家
集
と
し
て
、
左
注
・
詞
書
の
役
割

(4)

以
上
ａ
、
ｂ
二
通
り
の
型
に
な
る
が
、
計
二
一
首
の
歌
と
詞
書
と
が
、
本
書
に
も
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
紫
式
部
集
』
に
本
来
あ
っ
た
も
の
と
確
め

う
る
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
「
紫
式
部
集
」
の
本
来
の
形
を
変
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

る
○

Ｏ

ａ
、
帥
べ
ん
の
お
も
と
（
弁
の
お
も
と
）
（
一
五
ウ
②
）

○

ｂ
、
的
ぢ
し
う
さ
い
や
う
（
侍
従
宰
相
）
（
二
三
ウ
⑧
）

。

Ｃ
、
川
べ
ん
さ
い
し
し
や
う
（
弁
宰
相
）
（
二
五
ウ
②
）

。

ｄ
、
岨
か
Ｎ
せ
う
な
こ
ん
（
加
賀
少
納
言
）
（
二
八
ウ
④
）

濁
点
は
こ
の
四
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
濁
点
記
号
は
、
文
字
の
右
肩
に
小
と
点
を
四
つ
並
べ
て
打
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
記
号
は
普
通
で
あ

⑧
濁
点
、

か
う
く
〈
ん

振
仮
名
は
「
三
十
講
の
五
巻
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
他
本
と
の
校
合
の
跡
も
な
い
。

左
注

振
仮
名

－8 0 －



な
お
、
本
集
お
よ
び
『
紫
式
部
集
』
全
般
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
調
査
、
研
究
が
す
で
に
あ
る
。
こ
の
調
査
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
も
、
多
く
の

教
示
を
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
譲
っ
て
、
こ
の
報
告
で
は
省
略
し
た
こ
と
も
あ
る
。

・
池
田
亀
鑑
「
紫
式
部
日
記
と
家
集
に
つ
い
て
」
（
『
学
苑
』
昭
詔
・
加
）

・
池
田
亀
鑑
『
紫
式
部
日
記
』
第
二
章
第
三
節
紫
式
部
集
至
文
堂
（
昭
詑
・
皿
）

・
三
谷
邦
明
「
む
ら
さ
き
式
部
集
」
（
『
古
代
文
学
論
叢
』
第
二
輯
）
武
蔵
野
書
院
（
昭
拓
・
６
）

・
南
波
浩
「
紫
式
部
集
の
研
究
嚴
檸
艫
究
篇
』
（
笠
間
叢
書
釦
）
笠
間
書
院
（
昭
奴
・
９
）

・
南
波
浩
『
紫
式
部
集
』
識
壗
函
鐸
難
集
（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
（
昭
妃
・
加
）

・
山
本
利
達
「
紫
式
部
日
記
・
紫
式
部
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
新
潮
社
（
昭
弱
・
２
）

以
上
、
本
書
の
特
徴
を
列
挙
し
た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
紫
式
部
集
」
の
中
で
は
、
最
も
歌
数
も
多
く
、
脱
落
し
た
歌
や
詞
書
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
他
の
諸
伝
本
に
比
べ
る
と
脱
落
歌
は
少
く
、
他
の
諸
伝
本
が
脱
落
さ
せ
て
し
ま
っ
た
歌
を
も
っ
て
お
り
、
誤
写
・
誤
字
も
零
で
は
な
い
が
、
他
の
諸

伝
本
に
比
較
す
る
と
非
常
に
少
い
と
い
う
べ
き
で
、
完
壁
と
は
い
い
が
た
い
が
、
「
紫
式
部
集
』
の
原
形
を
知
り
う
る
殆
ど
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。

南
波
浩
氏
が
、
昭
和
四
十
二
年
紹
介
さ
れ
た
瑞
光
寺
本
は
、
本
書
を
丁
寧
に
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
綴
糸
が
切
れ
て
、
第
十
二
丁
と
、
第

二
十
一
丁
、
第
二
十
二
丁
の
三
丁
が
脱
落
し
、
歌
で
い
え
ば
、
“
の
歌
の
詞
書
の
途
中
「
か
た
か
き
た
る
う
し
ろ
に
…
」
か
ら
”
の
歌
の
上
の
句
「
さ
を

し
か
の
し
か
な
ら
は
せ
る
は
き
な
れ
や
」
ま
で
の
三
・
五
首
と
、
別
の
歌
の
詞
害
「
返
し
」
か
ら
弧
の
歌
の
上
の
句
「
お
ほ
か
た
の
あ
き
の
あ
は
れ
を
思

ひ
や
れ
」
ま
で
の
一
○
・
五
首
と
が
脱
落
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
を
比
較
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
、
つ
ま
り
は
『
紫
式
部
集
」
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

古
本
系
の
諸
本
の
中
に
は
、
巻
末
に
「
日
記
歌
」
と
標
題
し
て
、
『
紫
式
部
日
記
』
の
中
に
見
え
て
、
古
本
系
『
紫
式
部
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い

歌
な
ど
を
ま
と
め
て
あ
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
本
書
は
、
そ
の
種
の
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
。

を
歴
然
と
さ
せ
る
方
針
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑤
日
記
歌

－ 8 1 －
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そ
の
人
と
を
き
と
こ
ろ
へ
い
く
な
り
け
り

あ
き
の
は
つ
る
日
き
た
る
あ
か
つ
き
む
し

の
こ
ゑ
あ
は
れ
な
り

な
き
よ
は
る
ま
か
き
の
む
し
も
と
め
か
た
き

あ
き
の
わ
か
れ
や
か
な
し
か
る
ら
む

さ
う
の
こ
と
し
は
し
と
か
ひ
た
り
け
る
人

ま
い
り
て
御
て
よ
り
え
む
と
あ
る
返
事
に

つ
ゆ
し
け
き
よ
も
き
か
中
の
む
し
の
ね
を

お
ぼ
ろ
け
に
て
や
人
の
た
つ
ね
ん

か
た
基
か
へ
に
わ
た
り
た
る
人
の
な
ま
お
ほ

ｊ
く
、
し
き
こ
と
あ
り
と
て
か
へ
り
に
け
る

つ
と
め
て
あ
さ
か
ほ
の
花
を
や
る
と
て

お
ほ
つ
か
な
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
あ
け
く
れ
の

そ
ら
お
ほ
れ
す
る
あ
さ
か
ほ
の
花

返
し
て
を
象
わ
か
ぬ
に
や
あ
り
け
ん

い
つ
れ
そ
と
い
ろ
わ
く
ほ
と
に
あ
さ
か
ほ
の

〔
白
紙
〕

〔
白
紙
〕
（
左
下
二
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
」
ノ
朱
印
）

は
や
う
よ
り
わ
ら
は
と
も
た
ち
な
り
し
人

に
と
し
こ
ろ
へ
て
ゆ
き
あ
ひ
た
る
か

ほ
の
か
に
て
十
月
十
日
の
ほ
と
月
に

き
お
ひ
て
か
へ
り
に
け
れ
は

め
く
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に

く
も
か
く
れ
に
し
夜
は
の
月
か
け

２
ウ
』

２
オ
己

11

ウオ
L＝ L＝

あ
る
か
な
き
か
に
な
る
そ
わ
ひ
し
き

つ
く
し
へ
ゆ
く
人
の
む
す
め
の

６
に
し
の
う
象
を
お
も
ひ
や
り
つ
ょ
月
み
れ
は

た
入
に
な
か
る
上
こ
ろ
に
も
あ
る
か
な

返
し

７
に
し
へ
ゆ
く
月
の
た
よ
り
に
た
ま
つ
さ
の

か
き
た
え
め
や
は
く
も
の
か
よ
ひ
ち

は
る
か
な
る
と
こ
ろ
に
ゆ
き
や
せ
ん
ゆ
か
す

や
と
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
人
の
や
ま
さ
と
よ
り

も
み
ち
を
お
り
て
を
こ
せ
た
る

８
つ
ゆ
ふ
か
く
を
く
山
さ
と
の
も
承
ち
は
に

か
よ
へ
る
そ
て
の
い
ろ
を
み
せ
は
や

か
へ
し

９
あ
ら
し
ふ
く
と
を
山
さ
と
の
も
み
ち
は
上

つ
ゆ
も
と
ま
ら
ん
こ
と
の
か
た
さ
よ

又
そ
の
人
の

畑
も
ぷ
ち
は
を
さ
そ
ふ
あ
ら
し
は
Ｌ
や
け
れ
と

こ
の
し
た
な
ら
て
ゆ
く
こ
上
ろ
か
は

も
の
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
人
の
う
れ
へ
た
る

返
こ
と
に
し
も
月
は
か
り

ｕ
し
も
こ
ほ
り
と
ち
た
る
こ
ろ
の
み
つ
く
き
は

え
も
か
き
や
ら
ぬ
こ
上
ち
の
み
し
て

返
し

吃
ゆ
か
す
と
も
な
を
か
き
つ
め
よ
し
も
こ
ほ
り

み
つ
の
う
へ
に
て
お
も
ひ
な
か
さ
ん

旬
ｏ
ウ
』

３
オ
」
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ほ
と
上
き
す
こ
ゑ
ま
つ
ほ
と
は
か
た
を
か
の

も
り
の
し
つ
く
に
た
ち
や
ぬ
れ
ま
し

や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
か
は
ら
に
い
て
た
る
に

か
た
は
ら
な
る
く
る
ま
に
ほ
う
し
の
か
み
を

か
う
ふ
り
に
て
は
か
せ
た
ち
を
る
を
に
く

ぷ
て

は
ら
へ
と
の
か
み
の
か
さ
り
の
象
て
く
ら
に

う
た
て
も
ま
か
ふ
承
上
は
さ
み
か
な

あ
れ
な
り
し
人
な
く
な
り
又
人
の
お
と
Ｌ

う
し
な
ひ
た
る
か
か
た
み
に
ゆ
き
あ
ひ
て

な
き
か
坐
は
り
に
お
も
ひ
か
は
さ
ん
と
い
ひ
け
り

ふ
承
の
う
へ
に
あ
ね
き
ゑ
と
か
き
中
の
君

と
か
き
か
よ
は
し
け
る
か
を
の
か
し
上
と
を
き

と
こ
ろ
へ
ゆ
き
わ
か
る
Ｌ
に
よ
そ
な
か
ら
わ
か
れ

お
し
象
て

き
た
へ
ゆ
く
か
り
の
つ
は
さ
に
こ
と
っ
て
よ

く
も
の
う
は
か
き
か
き
た
え
す
し
て

返
し
は
に
し
の
う
ゑ
の
人
な
り

ゆ
き
め
く
り
た
れ
も
み
や
こ
に
か
へ
る
山

い
つ
は
た
と
き
く
ほ
と
の
は
る
け
さ

つ
の
く
に
と
い
ふ
所
よ
り
を
こ
せ
た
り
け
る

な
に
ば
か
た
む
れ
た
る
と
り
の
も
る
と
も
に

お
か
し
く
見
え
け
り

か
も
に
ま
う
て
た
る
に
ほ
と
Ｌ
き
す
な
か

な
ん
と
い
ふ
あ
け
ほ
の
に
か
た
を
か
の
こ
す
ゑ

Ｆ
Ｄ
、
オ
」

４
ウ
己

４
オ
』

22 1921 20 18

つ
く
し
に
ひ
せ
ん
と
い
ふ
と
こ
ろ
よ
り
ふ
ぷ

を
こ
せ
た
る
を
い
と
は
る
か
な
る
と
こ
ろ
に
て

見
け
り
そ
の
返
こ
と
に

あ
ひ
見
む
と
お
も
ふ
こ
上
ろ
は
ま
つ
ら
な
る

か
上
象
の
か
桑
や
そ
ら
に
み
る
ら
む

か
へ
し
又
の
と
し
も
て
き
た
り

ゆ
き
め
く
り
あ
ふ
を
ま
つ
ら
の
か
上
み
に
は

た
れ
を
か
け
つ
上
い
の
る
と
か
し
る

あ
ふ
桑
の
み
つ
う
み
に
て
ゑ
を
か
さ
き
と

い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ゑ
ひ
く
を
見
て

み
を
の
う
承
に
あ
象
引
た
み
の
て
ま
も
な
く

た
ち
ゐ
に
つ
け
て
み
や
こ
坐
ひ
し
も

又
い
そ
の
は
ま
に
つ
る
の
こ
ゑ
ｊ
く
＼
な
く
を

い
そ
か
く
れ
お
な
し
こ
上
ろ
に
た
つ
そ
な
く

な
に
お
も
ひ
い
つ
る
人
や
た
れ
そ
も

夕
た
ち
し
ぬ
へ
し
と
て
そ
ら
の
く
も
り

て
ひ
ら
め
く
に

か
き
く
も
り
ゆ
ふ
た
つ
な
み
の
あ
ら
け
れ
は

う
き
た
る
舟
そ
し
つ
こ
上
ろ
な
き

し
ほ
つ
山
と
い
ふ
み
ち
の
い
と
し
け
き
を

し
つ
の
お
の
あ
や
し
き
さ
ま
と
も
し
て

た
ち
ゐ
る
も
の
と
お
も
は
ま
し
か
は

か
へ
し

６
オ
白

５
ウ
四
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な
を
か
ら
き
み
ち
な
り
や
と
い
ふ
を
き
異
て

し
り
ぬ
ら
む
ゆ
き
上
に
な
ら
す
し
ほ
つ
山

世
に
ふ
る
桑
ち
は
か
ら
き
も
の
そ
と

水
う
象
に
お
い
つ
し
ま
と
い
ふ
す
さ
き
に

む
か
ひ
て
わ
ら
は
へ
の
う
ら
と
い
ふ
い
り
う
み
の

お
か
し
き
を
く
ち
す
さ
ひ
に

お
い
つ
し
ま
，
ｊ
＼
も
る
か
ぷ
や
い
さ
む
ら
ん

な
ぷ
も
さ
は
か
ぬ
わ
ら
は
へ
の
う
ら

こ
よ
象
に
は
つ
ゆ
き
ふ
る
と
か
き
た
る
日

め
に
ち
か
き
火
の
た
け
と
い
ふ
山
の
ゆ
き

い
と
ふ
か
う
見
や
ら
る
れ
は

こ
坐
に
か
く
ひ
の
上
す
き
む
ら
う
つ
む
ゆ
き

を
し
ほ
の
松
に
け
ふ
や
ま
か
へ
る

か
へ
し

を
し
ほ
や
ま
ま
つ
の
う
は
葉
に
け
ふ
や
さ
は

み
ね
の
う
す
ゆ
き
花
と
見
ゆ
ら
ん

ふ
り
つ
み
て
い
と
む
つ
か
し
き
ゆ
き
を

か
き
す
て
些
山
の
や
う
に
し
な
し
た
る
に

人
ｊ
、
の
ほ
り
て
な
を
こ
れ
い
て
些
象
た

ま
へ
と
い
へ
は

ふ
る
さ
と
に
か
へ
る
や
ま
ち
の
そ
れ
な
ら
は

こ
異
る
や
ゆ
く
と
ゆ
き
も
染
て
ま
し

と
し
か
へ
り
て
か
ら
ひ
と
見
に
ゆ
か
む
と

い
ひ
け
る
人
の
は
る
は
と
く
上
る
も
の
と
い
か

て
し
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
む
と
い
ひ
た
る
に

ワ
Ｊ
ウ
／
四

７
才
』

《
０
台
／
』

30 29 2831

春
な
れ
と
し
ら
れ
の
み
ゆ
き
い
や
つ
も
り

と
く
へ
き
ほ
と
の
い
つ
と
な
き
か
な

あ
ふ
み
の
か
桑
の
む
す
め
け
さ
う
す
と

き
く
人
の
ふ
た
こ
具
ろ
な
し
な
と
つ
ね
に

い
ひ
わ
た
り
け
れ
は
う
る
さ
く
て

水
う
み
の
と
も
よ
ふ
ち
と
り
こ
と
な
ら
は

や
そ
の
ゑ
な
と
に
こ
ゑ
た
え
な
せ
そ

う
た
ゑ
に
あ
ま
の
し
ほ
や
く
か
た
を
か
き

て
こ
り
つ
み
た
る
な
け
き
の
も
と
に
か
き
て

か
へ
し
や
る

よ
も
の
う
み
に
し
ほ
や
く
あ
ま
の
心
か
ら

や
く
と
は
か
坐
る
な
け
き
を
や
つ
む

ふ
み
の
う
へ
に
し
ゆ
と
い
ふ
物
を
つ
ふ
ノ
ー

と
そ
上
き
か
け
て
な
ぷ
た
の
い
る
な
と

か
き
た
る
人
の
か
へ
り
こ
と
に

く
れ
な
ゐ
の
な
み
た
そ
い
と
入
う
と
ま
る
上

う
つ
る
こ
異
る
の
い
る
に
見
ゆ
れ
は

も
と
よ
り
人
の
む
す
め
を
え
た
る
人

な
り
け
り

ふ
み
ち
ら
し
け
り
と
き
具
て
あ
り
し
文

と
も
と
り
あ
つ
め
て
を
こ
せ
す
は
返

事
か
坐
し
と
こ
と
は
に
て
の
承
い
ひ
や

り
け
れ
は
ゑ
な
を
こ
す
と
て
い
ぶ
し
く

ゑ
ん
し
た
り
け
れ
は
む
月
十
日
は
か
り
の

こ
と
な
り
け
り

８
オ
ー
ー

Ｑ
Ｕ
ウ
／
」
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と
ち
た
り
し
う
へ
の
う
す
ら
ひ
と
け
な
か
ら

さ
は
た
え
ね
と
や
山
の
し
た
水

す
か
さ
れ
て
い
と
く
ら
う
な
り
た
る
に

を
こ
せ
た
る

こ
ち
風
に
と
く
る
は
か
り
を
そ
こ
見
ゆ
る

い
し
ま
の
水
は
た
え
は
た
え
な
ん

い
ま
は
も
の
も
き
こ
え
し
と
は
ら
た
ち

た
れ
は
わ
ら
ひ
て
か
へ
し

い
ひ
た
え
は
さ
こ
そ
は
た
え
め
な
に
か
そ
の

桑
は
ら
の
い
け
を
つ
央
設
し
も
せ
ん

夜
中
は
か
り
に
又

た
け
か
ら
ぬ
人
か
す
な
象
は
わ
き
か
へ
り

象
は
ら
の
い
け
に
た
て
と
か
ひ
な
し

さ
く
ら
を
か
め
に
さ
し
て
承
る
に
と
り

も
あ
へ
す
ち
り
け
れ
は
も
上
の
花
を

見
や
り
て

お
り
て
ゑ
は
ち
か
ま
さ
り
せ
よ
も
其
の
花

お
も
ひ
く
ま
な
き
さ
く
ら
お
し
ま
し

返
し
人
↑

も
坐
と
い
ふ
名
も
あ
る
も
の
を
と
き
の
ま
に

ち
る
さ
く
ら
に
も
お
も
ひ
お
と
さ
し

花
の
ち
る
こ
ろ
な
し
の
は
な
と
い
ふ
も
桜

も
ゆ
ふ
く
れ
の
風
の
さ
は
き
に
い
つ
れ
と

見
え
ぬ
い
ろ
な
る
を

花
と
い
は
具
い
つ
れ
か
に
ほ
ひ
な
し
と
象
む

ｎ
．
古
／
」

９
オ
』

叩
オ
」

43 42 41 40 39

ち
り
か
ふ
い
ろ
の
こ
と
な
ら
な
く
に

と
を
き
と
こ
ろ
へ
ゆ
き
に
し
人
の
な
く
な

り
に
け
る
を
お
や
ば
ら
か
ら
な
と
か
へ
り

き
て
か
な
し
き
こ
と
い
ひ
た
る
に

い
つ
か
た
の
く
も
ち
と
き
か
は
た
つ
ね
ま
し

つ
ら
は
な
れ
け
ん
か
り
か
ゆ
く
ゑ
を

こ
そ
よ
り
う
す
に
ひ
な
る
人
に
女
院
か
く

か
く
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
は
る
い
た
う
か
す
象

た
る
夕
く
れ
に
人
の
さ
し
を
か
せ
た
る

く
も
の
う
へ
も
物
お
も
ふ
は
る
は
す
ゑ
そ
め
に

か
す
む
そ
ら
さ
へ
あ
は
れ
な
る
か
な

返
し

な
に
か
こ
の
ほ
と
な
き
そ
て
を
ぬ
ら
す
ら
ん

か
す
ゑ
の
こ
ろ
も
な
へ
て
き
る
世
に

な
く
な
り
し
人
の
む
す
め
の
お
や
の

て
か
き
つ
け
た
り
け
る
も
の
を
見
て

い
ひ
た
り
し

ゆ
ふ
き
り
に
承
し
ま
か
く
れ
し
を
し
の
こ
の

あ
と
を
承
る
ノ
ー
ま
と
は
る
Ｌ
か
な

お
な
し
人
あ
れ
た
る
や
と
の
さ
く
ら
の

お
も
し
ろ
き
こ
と
と
て
お
り
て
を
こ
せ

た
る
に

ち
る
は
な
を
な
け
き
し
人
は
こ
の
も
と
の

さ
ひ
し
き
こ
と
や
か
ね
て
し
り
け
む

お
も
ひ
た
え
せ
ぬ
と
な
き
人
の
い
ひ
け
る

、
オ
」

皿
ウ
』
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こ
と
を
思
ひ
い
て
た
る
な
り

ゑ
に
も
の
坐
け
つ
き
た
る
女
の
み
に
く
き

か
た
か
き
た
る
う
し
ろ
に
お
に
具
な
り
た
る

も
と
の
め
を
こ
ほ
う
し
の
し
は
り
た
る
か
た

か
き
て
お
と
こ
は
き
や
う
よ
ゑ
て
も
の
上

け
せ
め
た
る
と
こ
ろ
を
見
て

な
き
人
に
か
こ
と
は
か
け
て
わ
つ
ら
ふ
も

を
の
か
こ
坐
る
の
お
に
上
や
は
あ
ら
ぬ

返
し

こ
と
は
り
や
き
承
か
こ
上
ろ
の
や
承
な
れ
は

お
に
の
か
け
と
は
し
る
く
ぶ
ゆ
ら
む

ゑ
に
む
め
の
花
見
る
と
て
女
つ
ま
と
を
し

あ
け
て
二
三
人
ゐ
た
る
に
承
な
人
ノ
く
、

ね
た
る
け
し
き
か
い
た
る
に
い
と
さ
た

す
き
た
る
お
も
と
の
つ
ら
つ
ゑ
つ
い
て
な
か

め
た
る
か
た
あ
る
と
こ
ろ

春
の
夜
の
や
ゑ
の
ま
と
ひ
に
い
ろ
な
ら
ぬ

こ
Ｌ
ろ
に
は
な
の
か
を
そ
し
め
つ
る

お
な
し
ゑ
に
さ
か
の
に
は
な
見
る
女
く
る

ま
あ
り
な
れ
た
る
わ
ら
は
の
は
き
の
花
に

た
ち
よ
り
て
お
り
た
る
と
こ
ろ

さ
を
し
か
の
し
か
な
ら
は
せ
る
は
き
な
れ
や

た
ち
よ
る
か
ら
に
を
の
れ
お
れ
ふ
す

世
の
は
か
な
き
こ
と
を
な
け
く
こ
ろ
ぶ
ち

の
く
に
名
あ
る
と
こ
ろ
ｊ
ｆ
、
か
い
た
る
を
象

吃
オ
』

吃
ウ
』

、
ウ
』

51 4953 52 50 48

て
し
ほ
か
ま

み
し
人
の
け
ふ
り
と
な
り
し
ゆ
ふ
へ
よ
り

な
そ
む
つ
ま
し
き
し
ほ
か
ま
の
う
ら

か
と
た
Ｌ
き
わ
つ
ら
ひ
て
か
へ
り
に
け
る

人
の
つ
と
め
て

世
と
坐
も
に
あ
ら
き
風
ふ
く
に
し
の
う
み
も

い
そ
へ
に
な
象
は
よ
せ
す
と
や
見
し

と
う
ら
ぷ
た
り
け
る
か
へ
り
こ
と

か
へ
り
て
は
お
も
ひ
し
り
ぬ
や
い
は
か
と
に

う
き
て
よ
り
け
る
き
し
の
あ
た
な
象

と
し
か
へ
り
て
か
と
は
あ
き
ぬ
や
と
い
ひ

た
る
に

た
か
さ
と
の
春
の
た
よ
り
に
う
ぐ
ひ
す
の

か
す
承
に
と
つ
る
や
と
を
と
ふ
ら
む

世
中
の
さ
は
か
し
き
こ
ろ
あ
さ
か
ほ

を
人
の
も
と
へ
や
る
と
て

き
え
い
ま
の
身
を
も
し
る
ノ
く
、
あ
さ
か
ほ
の

つ
ゆ
と
あ
ら
そ
ふ
世
を
な
け
く
か
な

世
を
つ
れ
な
し
な
と
お
も
ふ
人
の
お
さ
な

き
人
の
な
や
糸
け
る
に
か
ら
た
け
と
い
ふ

も
の
か
め
に
さ
し
た
る
女
は
ら
の
い
の
り

け
る
を
象
て

わ
か
竹
の
お
い
ゆ
く
す
ゑ
を
い
の
る
か
な

こ
の
世
を
う
し
と
い
と
ふ
も
の
か
ら

身
を
お
も
は
す
な
り
と
な
け
く
こ
と
の

過
ウ
』

過
オ
』
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『ー旬

Oノ 5658 5559 54

や
う
ノ
ｒ
＼
な
の
め
に
ひ
た
ふ
る
の
さ
ま

な
る
を
お
も
ひ
け
る

か
す
な
ら
ぬ
こ
入
る
に
身
を
は
ま
か
せ
ね
と

身
に
し
た
か
ふ
は
心
な
り
け
り

こ
Ｌ
ろ
た
に
い
か
な
る
身
に
か
坐
な
ふ
ら
む

お
も
ひ
し
れ
と
も
お
も
ひ
し
ら
れ
す

は
し
め
て
う
ち
わ
た
り
を
み
る
に
も

も
の
皇
あ
は
れ
な
れ
は

身
の
う
さ
は
こ
上
ろ
の
う
ち
に
し
た
ひ
き
て

い
ま
こ
上
の
へ
そ
お
も
ひ
み
た
る
生

ま
た
い
と
う
ゐ
Ｊ
１
、
し
き
さ
ま
に
て
ふ
る

さ
と
に
か
へ
り
て
の
ち
ほ
の
か
に
か
た
ら

ひ
け
る
人
に

と
ち
た
り
し
い
は
ま
の
こ
ほ
り
う
ち
と
け
は

を
た
え
の
水
も
か
け
み
え
し
や
は

か
へ
し

承
山
へ
の
は
な
ふ
き
ま
か
ふ
た
に
風
に

む
す
ひ
し
水
も
と
け
さ
ら
め
や
は

正
月
十
日
の
ほ
と
に
は
る
の
う
た
」
て
ま
つ

れ
と
あ
り
け
れ
は
ま
た
い
て
た
ち
も

せ
ぬ
か
く
れ
か
に
て

み
よ
し
の
は
春
の
け
し
き
に
か
す
め
と
も

む
す
ほ
入
れ
た
る
ゆ
き
の
し
た
草

や
ょ
ひ
は
か
り
に
宮
の
べ
ん
の
お
も
と

い
つ
か
ま
い
り
た
ま
ふ
な
と
か
き
て

皿
オ
」

魁
ウ
」

妬
オ
」

64 63 62 6165 6066

う
き
こ
と
を
お
も
ひ
み
た
れ
て
あ
を
や
き
の

い
と
ひ
さ
し
く
も
な
り
に
け
る
か
な

区
し

ｉ
つ
れ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
と
な
か
め
ふ
る
日
は
あ
を
や
き
の

い
と
上
う
き
世
に
糸
た
れ
て
そ
ふ
る

そ

か
は
か
り
思
う
し
ぬ
へ
き
身
を
い
と
い
た
う

も
上
す
め
く
か
な
と
い
ひ
け
る
人
を

き
入
て

わ
り
な
し
や
人
こ
そ
人
と
い
ば
さ
ら
め

身
つ
か
ら
身
を
や
お
も
ひ
す
つ
へ
き

く
す
た
ま
を
こ
す
と
て

し
の
ひ
つ
る
ね
そ
あ
ら
は
る
上
あ
や
め
く
さ

い
は
い
に
く
ち
て
や
み
ぬ
へ
け
れ
は

返
し

け
ふ
は
か
く
ひ
き
け
る
も
の
を
あ
や
め
く
さ

わ
か
象
か
く
れ
に
ぬ
れ
わ
た
り
つ
る

か
う
く
〈
ん

つ
ち
み
か
と
と
の
に
て
三
十
講
の
五
巻
五

月
五
日
に
あ
た
れ
り
し
に

た
へ
な
り
や
け
ふ
は
さ
月
の
い
つ
か
と
て

い
つ
上
の
ま
き
の
あ
へ
る
御
の
り
も

そ
の
夜
い
け
の
か
入
り
火
に
象
あ
か
し
の

ひ
か
り
あ
ひ
て
ひ
る
よ
り
も
そ
こ
ま
て

さ
や
か
な
る
に
さ
う
ふ
の
か
い
ま
め
か
し

う
に
ほ
ひ
く
れ
ば

か
坐
り
火
の
か
け
も
さ
は
か
ぬ
い
け
水
に

妬
ウ
』

略
オ
』

－87－



70 69 68 67

い
く
ち
よ
す
ま
む
の
り
の
ひ
か
り
そ

お
ほ
や
け
こ
と
に
い
ひ
ま
き
ら
は
す
を
む

か
ひ
た
ま
へ
る
人
は
さ
し
も
お
も
ふ
こ
と
も
の

し
た
ま
ふ
ま
し
き
か
た
ち
あ
り
さ
ま

よ
は
ひ
の
ほ
と
を
い
た
う
こ
上
ろ
ふ
か
け
に

お
も
ひ
み
た
れ
て

す
め
る
い
け
の
そ
こ
ま
て
入
ら
す
か
上
り
ひ
の

ま
は
ゆ
き
ま
て
も
う
き
わ
か
身
か
な

や
う
ノ
、
あ
け
ゆ
く
ほ
と
に
わ
た
と
の
に

き
て
つ
ほ
れ
の
し
た
よ
り
い
つ
る
水
を

か
う
ら
ん
を
上
さ
へ
て
し
は
し
見
ゐ
た
れ
は

そ
ら
の
け
し
き
は
る
秋
の
か
す
み
に
も

き
り
に
も
お
と
ら
ぬ
こ
ろ
ほ
ひ
な
り

こ
せ
う
し
や
う
の
す
み
の
か
う
し
を
う
ち

た
ょ
き
た
れ
は
堅
な
ち
て
を
し
お
ろ
し

た
ま
へ
り
も
ろ
と
も
に
お
り
ゐ
て
な
か
め

ゐ
た
り

か
け
見
て
も
う
き
わ
か
な
桑
た
お
ち
そ
ひ
て

か
こ
と
か
ま
し
き
た
き
の
を
と
か
な

返
し

ひ
と
り
ゐ
て
な
ゑ
た
く
み
け
る
水
の
お
も
に

う
き
そ
は
る
ら
ん
か
け
や
い
つ
れ
そ

あ
か
う
な
れ
は
い
り
ぬ
長
き
ね
を
つ
上
ぷ
て

な
へ
て
世
の
う
き
に
な
か
る
ょ
あ
や
め
く
さ

け
ふ
ま
て
か
坐
る
ね
は
い
か
上
み
る

Ⅳ
ウ
』

Ⅳ
オ
』

略
ウ
』

76 7475 73 72 71

か
へ
し

な
に
こ
と
Ｌ
あ
や
め
は
わ
か
て
け
ふ
も
な
を

た
も
と
に
あ
ま
る
ね
こ
そ
た
え
せ
ね

う
ち
に
く
ひ
な
の
な
く
を
七
八
日
の
夕

つ
く
夜
に
こ
せ
う
し
や
う
の
き
み

（
マ
マ
）

あ
ま
と
の
と
の
月
の
か
よ
ひ
ち
さ
Ｌ
ね
と
も

い
か
な
る
か
た
に
た
Ｌ
く
く
ひ
な
そ

返
し

ま
き
の
戸
も
さ
入
て
や
す
ら
ふ
月
か
け
に

な
に
を
あ
か
す
と
た
上
く
Ｌ
ゐ
な
そ

夜
ふ
け
て
戸
を
た
上
き
し
人
つ
と

め
て

夜
も
す
か
ら
く
ひ
な
よ
り
け
に
な
く
ノ
ｒ
～
そ

ま
き
の
と
く
ち
に
た
奥
き
わ
ひ
つ
る

か
へ
し

た
上
な
ら
し
と
は
か
り
た
上
く
坐
ひ
な
ゆ
へ

あ
け
て
は
い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し

あ
さ
き
り
の
お
か
し
き
ほ
と
に
お
ま
へ
の

は
な
と
も
い
る
ノ
ー
、
に
み
た
れ
た
る
中
に

を
み
な
へ
し
い
と
さ
か
り
な
る
を
と
の
御
ら
ん

し
て
ひ
と
え
た
お
ら
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
き

ち
や
う
の
か
み
よ
り
こ
れ
た
上
に
か
へ
す
な
と
て

た
ま
は
せ
た
り

を
ゑ
な
へ
し
さ
か
り
の
い
ろ
を
ゑ
る
か
ら
に

つ
ゆ
の
わ
き
け
る
身
こ
そ
し
ら
る
れ

肥
ウ
」

肥
オ
』
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7779 788081

と
か
き
つ
け
た
る
を
い
と
上
く

し
ら
つ
ゆ
は
わ
き
て
も
を
か
し
を
詮
な
へ
し

こ
上
ろ
か
ら
に
や
い
る
の
そ
む
ら
む

ひ
さ
し
く
を
と
つ
れ
ぬ
人
を
お
も
ひ
い
て

た
る
お
り

わ
す
る
上
は
う
き
世
の
つ
れ
と
お
も
ふ
に
も

身
を
や
る
か
た
の
な
き
そ
わ
ひ
ぬ
る

区
し

ｉ
た
か
さ
と
も
と
ひ
も
や
く
る
と
ほ
と
入
き
す

こ
坐
る
の
か
き
り
ま
ち
そ
わ
ひ
に
し

ゑ
や
こ
の
か
た
へ
と
て
か
へ
る
山
こ
え
け
る

に
よ
ひ
さ
か
と
い
ふ
な
る
と
こ
ろ
の
わ
り
な
き

か
け
ち
に
こ
し
も
か
き
わ
つ
ら
ふ
を
お

そ
る
し
と
お
も
ふ
に
さ
る
の
こ
の
葉
の
中

よ
り
い
と
お
ほ
く
い
て
き
た
れ
は

ま
し
も
な
を
を
ち
か
た
人
の
こ
ゑ
か
は
せ

わ
れ
こ
し
わ
ふ
る
た
こ
の
よ
ひ
さ
か

水
う
象
に
て
い
ふ
き
の
山
の
ゆ
き
い
と

し
ろ
く
見
ゆ
る
を

名
に
た
か
き
こ
し
の
し
ら
山
ゆ
き
な
れ
て

い
ふ
き
の
た
け
を
な
に
と
こ
そ
み
ね

四
ウ
」

岨
オ
』

別
オ
」

85 84 83 8287 86

そ
と
は
の
と
し
へ
た
る
か
ま
ろ
ひ
た
う
れ
つ
上

人
に
ふ
ま
る
Ｌ
を

こ
上
ろ
あ
て
に
あ
な
か
た
し
け
な
こ
け
む
せ
る

ほ
と
け
の
象
か
ほ
そ
と
は
ゑ
え
ね
と

人
の

け
ち
か
く
て
た
れ
も
こ
坐
ろ
ば
見
え
に
げ
ん

こ
と
ば
へ
た
て
い
ち
き
り
と
も
か
な

返
し

へ
た
て
し
と
な
ら
ひ
し
ほ
と
に
な
つ
衣

う
す
き
こ
Ｌ
ろ
を
ま
つ
し
ら
れ
ぬ
る

み
ね
さ
む
み
い
は
ま
こ
ほ
れ
る
た
に
水
の

ゆ
く
す
ゑ
し
も
そ
ふ
か
く
な
る
ら
ん

み
や
の
御
う
ふ
や
い
つ
か
の
夜
月
の
ひ
か

り
さ
へ
こ
と
に
く
ま
な
き
水
の
う
へ
の
は
し

に
か
む
た
ち
め
と
の
よ
り
は
し
め
た
て

ま
つ
り
て
ゑ
ひ
象
た
れ
の
坐
し
り
た
ま
ふ

さ
か
月
の
お
り
に
さ
し
い
つ

め
つ
ら
し
き
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
さ
か
つ
き
は

も
ち
な
か
ら
こ
そ
千
世
を
め
く
ら
め

又
の
夜
月
の
く
ま
な
き
に
わ
か
人
た
ち

ふ
れ
に
の
り
て
あ
そ
ふ
を
見
や
る
な
か

し
ま
の
松
の
ね
に
さ
し
め
く
る
ほ
と
お
か
し

く
み
ゆ
れ
は

く
も
り
な
く
ち
と
せ
に
す
め
る
水
の
お
も
に

や
と
れ
る
月
の
か
け
も
の
と
け
し

副
オ
』

鋤
ウ
」

－89－



919293 9095 94 89 88

御
い
か
の
夜
と
の
坐
う
た
よ
め
と
の
た
ま
は

す
れ
は

い
か
に
い
か
奥
か
そ
へ
や
る
へ
き
や
ち
と
せ
の

あ
ま
り
ひ
さ
し
き
君
か
御
世
を
は

と
の
異
御

あ
し
た
つ
の
よ
は
ひ
し
あ
ら
は
き
み
か
代
の

ち
と
せ
の
か
す
も
か
そ
へ
と
り
て
む

（
マ
マ
）

た
ま
さ
か
に
か
へ
り
こ
と
し
た
り
け
り
人

の
ち
に
又
も
か
奥
さ
り
け
る
に
お
と
こ

お
り
ノ
ー
、
に
か
く
と
は
見
え
て
さ
上
か
に
の

い
か
に
お
も
へ
は
た
ゆ
る
な
る
ら
ん

返
し
九
月
っ
こ
も
り
に
な
り
に
け
り

し
も
か
れ
の
あ
さ
ち
に
ま
か
ふ
さ
上
か
に
の

い
か
な
る
お
り
に
か
く
と
み
ゆ
ら
ん

な
に
の
お
り
に
か
人
の
返
こ
と
に

い
る
か
た
は
さ
や
か
な
り
け
る
月
か
け
を

う
は
の
空
に
も
ま
ち
し
ょ
ひ
か
な

返
し

さ
し
て
ゆ
く
山
の
は
も
ゑ
な
か
き
く
も
り

こ
坐
る
も
そ
ら
に
き
え
し
月
か
け

又
お
な
し
す
ち
九
月
き
あ
か
き
夜

お
ほ
か
た
の
あ
き
の
あ
は
れ
を
思
ひ
や
れ

月
に
こ
上
ろ
は
あ
く
か
れ
ぬ
と
も

六
月
は
か
り
な
て
し
こ
の
花
を
ゑ
て

か
き
ほ
あ
れ
さ
ひ
し
さ
ま
さ
る
と
こ
夏
に

魂
オ
』

躯
ウ
』

副
ウ
』

98 97 96Qq
シヅ

つ
ゆ
を
き
そ
は
ん
秋
ま
て
ば
采
し

も
の
や
お
も
ふ
と
人
の
と
ひ
た
ま
へ
る
返
事

に
な
か
月
つ
こ
も
り

は
な
す
里
き
葉
わ
け
の
つ
ゆ
や
な
に
Ｌ
か
く

か
れ
ゆ
く
野
へ
に
き
え
と
ま
る
ら
む

わ
つ
ら
ふ
こ
と
あ
る
こ
ろ
な
り
け
り

か
ひ
ぬ
ま
の
い
け
と
い
ふ
所
な
ん
あ
る
と
人

の
あ
や
し
き
う
た
か
た
り
す
る
を
き
上
て

心
み
に
よ
ま
む
と
い
ふ

世
に
ふ
る
に
な
そ
か
ひ
い
ま
の
い
け
ら
し
と

お
も
ひ
そ
し
つ
む
そ
こ
は
し
ら
れ
と

又
心
ち
よ
け
に
い
ひ
な
さ
ん
と
て

こ
当
る
ゆ
く
水
の
け
し
き
は
け
ふ
そ
象
る

こ
や
世
に
へ
つ
る
か
ひ
ぬ
ま
の
い
け

ぢ
し
う
さ
い
し
や
う
の
五
せ
ち
の
つ
ぼ
ね
ゑ
や

の
お
ま
へ
い
と
け
ち
か
き
に
こ
う
き
て
ん
の

う
き
や
う
か
ひ
と
夜
し
る
き
さ
ま
に
て
あ
り
し

こ
と
な
と
人
ノ
、
い
ひ
た
て
呉
日
か
け
を
や
る

さ
し
ま
き
ら
は
す
へ
き
あ
ふ
き
な
と
そ
へ
て

お
ほ
か
り
し
と
よ
の
桑
や
人
さ
し
わ
き
て

し
る
き
日
か
け
を
あ
は
れ
と
そ
糸
し

中
将
せ
う
し
や
う
と
名
あ
る
人
々
の
お
な
し

ほ
そ
と
の
に
す
み
て
少
将
の
き
ゑ
を
よ
な

ｊ
、
あ
ひ
つ
奥
か
た
ら
ふ
を
き
上
て
と
な
り

の
中
将

認
ウ
』

羽
オ
』
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113 102104 101 100105106

象
か
さ
山
お
な
し
ふ
も
と
を
さ
し
わ
き
て

か
す
み
に
た
に
の
へ
た
て
つ
る
か
な

返
し

さ
し
こ
え
て
い
る
こ
と
か
た
象
上
か
さ
山

か
す
ゑ
ふ
き
と
く
風
を
こ
そ
ま
て

こ
う
梅
を
お
り
て
さ
と
よ
り
ま
い
ら
す
と
て

（
マ
マ
）

む
ま
れ
木
の
し
た
に
や
つ
る
坐
む
め
の
花

か
を
た
に
ち
ら
せ
く
も
の
う
へ
ま
て

う
月
に
や
へ
さ
け
る
さ
く
ら
の
は
な
を

内
に
て

こ
上
の
へ
に
上
ほ
ふ
を
み
れ
は
さ
く
ら
か
り

か
さ
ね
て
き
た
る
は
る
の
さ
か
り
か

さ
く
ら
の
は
な
の
ま
つ
り
の
日
ま
て
ち
り

の
こ
り
た
る
つ
か
ひ
の
せ
う
し
や
う
の
か
さ
し

に
た
ま
ふ
と
て
葉
に
か
く

神
世
に
は
あ
り
も
や
し
け
ん
山
さ
く
ら

け
ふ
の
か
さ
し
に
お
れ
る
た
め
し
は

む
月
の
三
日
う
ち
よ
り
い
て
坐
ふ
る
さ
と
の
た
上

し
は
し
の
ほ
と
に
こ
よ
な
う
ち
り
つ
も
り

あ
れ
ま
さ
り
に
け
る
を
こ
と
い
桑
も
し
あ
へ
す

あ
ら
た
め
て
け
ふ
し
も
坐
の
Ｌ
か
な
し
き
は

身
の
う
さ
や
又
さ
ま
か
は
り
ぬ
る

五
せ
ち
の
ほ
と
ま
い
ら
ぬ
を
く
ち
お
し
な
と

べ
ん
さ
い
し
や
う
の
き
み
の
上
た
ま
へ
る
に

め
つ
ら
し
と
き
詮
し
お
も
は
上
き
て
見
え
む

型
ウ
」

型
オ
』

妬
オ
』

110 109 108111 107112l13

す
れ
る
こ
ろ
も
の
ほ
と
す
き
ぬ
と
も

か
へ
し

さ
ら
は
き
承
や
ま
ゐ
の
こ
ろ
も
す
き
ぬ
と
も

こ
ひ
し
き
ほ
と
に
き
て
も
み
え
な
ん

人
の
を
こ
せ
た
る

う
ち
し
の
ひ
な
け
き
あ
か
せ
は
し
の
生
め
の

ほ
か
ら
か
に
た
に
ゆ
め
を
染
ぬ
か
な

七
月
つ
い
た
ち
こ
ろ
あ
け
ほ
の
成
け
り

区
し

ｉ
し
の
上
め
の
そ
ら
き
り
わ
た
り
い
つ
し
か
と

秋
の
け
し
き
に
世
は
な
り
に
け
り

七
日

お
ほ
か
た
に
お
も
へ
は
ゆ
上
し
あ
ま
の
川

け
ふ
の
あ
ふ
せ
は
う
ら
や
ま
れ
け
り

返
し

あ
ま
の
河
あ
ふ
せ
は
よ
そ
の
く
も
ゐ
に
て

た
え
い
ち
き
り
し
世
呉
に
あ
せ
す
は

か
と
の
ま
へ
よ
り
わ
た
る
と
て
う
ち
と
け
た
ら
ん

を
見
む
と
あ
る
に
か
き
つ
け
て
返
し
や
る

な
を
さ
り
の
た
よ
り
に
と
は
む
ひ
と
こ
と
に

う
ち
と
け
て
し
も
ゑ
え
し
と
そ
お
も
ふ

月
見
る
あ
し
た
い
か
に
い
ひ
た
る
に
か

夜
こ
め
を
も
ゆ
め
と
い
ひ
し
は
た
れ
な
れ
や

秋
の
月
に
も
い
か
て
か
は
見
し

九
月
九
日
き
く
の
わ
た
を
う
へ
の
御
か
た
一

郡
オ
』

弱
ウ
』
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よ
り
た
ま
へ
る
に

き
く
の
つ
ゆ
わ
か
ゆ
は
か
り
に
そ
て
ふ
れ
て

花
の
あ
る
し
に
千
世
は
ゆ
つ
ら
む

し
く
れ
す
る
日
こ
少
将
の
き
ぷ
さ
と
よ
り

（
マ
マ
）

く
ま
も
な
く
な
か
む
る
そ
ら
も
か
き
く
ら
し

い
か
に
し
の
ふ
る
し
く
れ
な
る
ら
む

返
し

こ
と
は
り
の
し
く
れ
の
そ
ら
は
く
も
ま
あ
れ
と

な
か
む
る
そ
て
そ
か
は
く
世
も
な
き

里
に
い
て
奥
大
な
こ
ん
の
き
み
ふ
桑
た
ま

へ
る
つ
い
て
に

う
き
ね
せ
し
水
の
う
へ
の
承
こ
ひ
し
く
て

か
も
の
う
は
け
に
さ
え
そ
お
と
ら
ぬ

区
し

、
Ｔ
鉢

う
ち
は
ら
ふ
と
も
な
き
こ
ろ
の
ね
さ
め
に
は

つ
か
ひ
し
を
し
そ
夜
は
に
恋
し
き

又
い
か
な
り
し
に
か

な
に
は
か
り
こ
Ｌ
ろ
つ
く
し
に
な
か
め
ね
と

す
ま
ひ
御
ら
ん
す
る
日
内
に
て

た
つ
き
な
き
た
ひ
の
そ
ら
な
る
す
ま
ゐ
を
は

あ
め
も
よ
に
と
ふ
人
も
あ
ら
し
な

返
し

い
と
む
人
あ
ま
た
き
こ
ゆ
る
も
Ｌ
し
き
の

す
ま
ゐ
う
し
と
は
お
も
ひ
し
る
や
は

み
し
に
く
れ
ぬ
る
あ
き
の
月
か
け

”
ウ
」

”
オ
』

邪
ウ
』

1ｳ｛
上白工126 125 123 1ツツ

上と色

本
云以

京
極
黄
門
定
家
卿
筆
証
本
不
運

一
宇
至
子
行
賦
字
賦
隻
紙
勢
分

如
本
令
書
写
之
子
時
延
徳
二
年

十
一
月
十
日
記
之

療
老
比
丘
判

あ
め
ふ
り
て
そ
の
日
は
御
ら
ん
と
Ｌ
ま
り
に

け
り
あ
い
な
の
お
ほ
や
け
こ
と
上
も
や

は
つ
ゆ
き
ふ
り
た
る
夕
く
れ
に
人
の

（
マ
マ
）

こ
ひ
わ
ひ
て
あ
り
ふ
る
ほ
と
の
は
つ
つ
き
は

き
え
ぬ
る
か
と
そ
う
た
か
は
れ
け
る

返
し

ふ
れ
は
か
く
う
さ
の
承
ま
さ
る
世
を
し
ら
て

あ
れ
た
る
に
は
に
つ
も
る
は
つ
ゆ
き

こ
せ
う
し
や
う
の
き
象
の
か
き
た
ま
へ
り
し

う
ち
と
け
ふ
み
の
も
の
上
中
な
る
を
見
つ

け
て
か
■
せ
う
な
こ
ん
の
も
と
に

く
れ
い
ま
の
身
を
は
お
も
は
て
人
の
世
の

あ
は
れ
を
し
る
そ
か
つ
は
か
な
し
き

た
れ
か
世
に
な
か
ら
へ
て
ゑ
↓
む
か
き
と
め
し

あ
と
は
き
え
せ
ぬ
か
た
桑
な
れ
と
も

返
し

な
き
人
を
し
の
ふ
る
こ
と
も
い
つ
ま
て
そ

け
ふ
の
あ
は
れ
は
あ
す
の
わ
か
身
を

羽
オ
』

記
ウ
」

詔
オ
』
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オ
一
遊
紙

瓢
一

ウ
ー

"30オ
－

天
文
廿
五
年
來
鐘
上
溝
耆
写
之

（
常
磐
松
文
庫
朱
印
）

明
ウ
」
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